
JP 2013-542222 A5 2014.12.4

10

20

30

40

50

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月16日(2014.10.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動物における皮膚炎の予防又は治療のための方法であって、
　１種又は複数の抗酸化剤、
　１種又は複数の抗糖化剤、
　１種又は複数の体脂肪減少剤、
　１種又は複数のインスリン感受性増強剤、及び
　１種又は複数の抗炎症剤
の組み合わせの治療有効量を前記動物に投与するステップを含み、
　前記抗酸化剤が、０．００１～１０００ｍｇ／ｋｇ／日の量で前記動物に投与され、
　前記抗糖化剤が、０．００１～１０００ｍｇ／ｋｇ／日の量で前記動物に投与され、
　前記体脂肪減少剤が、０．００１～１０００ｍｇ／ｋｇ／日の量で前記動物に投与され
、
　前記インスリン感受性増強剤が、０．００１～１０００ｍｇ／ｋｇ／日の量で前記動物
に投与され、
　前記抗炎症剤が、０．００１～１０００ｍｇ／ｋｇ／日の量で前記動物に投与され、
　前記抗酸化剤が、ビタミンＣ、ポリフェノール、プロアントシアニジン、アントシアニ
ン、バイオフラボノイド、セレン、アルファ－リポ酸、グルタチオン、カテキン、エピカ
テキン、エピガロカテキン、没食子酸エピガロカテキン、没食子酸エピカテキン、システ
イン、ビタミンＥ、ガンマトコフェロール、アルファ－カロテン、ベータ－カロテン、ル
テイン、ゼアキサンチン、レチナール、アスタキサンチン、クリプトキサンチン、リコペ
ン及びレスベラトロールからなる群から選択され、
　前記抗糖化剤が、カルノシン、ベンフォチアミン、ピリドキサミン、アルファ－リポ酸
、フェナシルジメチルチアゾリウムクロリド、タウリン、アミノグアニジン、レスベラト
ロール及びアスピリンからなる群から選択され、
　前記体脂肪減少剤が、共役リノール酸（ＣＬＡ）、カルニチン、アセチル－カルニチン
、ピルベート、多価不飽和脂肪酸、中鎖脂肪酸、中鎖トリグリセリド及びダイズイソフラ
ボンからなる群から選択され、
　前記インスリン感受性増強剤が、クロム、ピコリン酸クロム、シナモン、シナモン抽出
物、シナモン及びマンサクのポリフェノール、コーヒーの実抽出物、クロロゲン酸、コー
ヒー酸、亜鉛源並びにブドウ種子抽出物からなる群から選択され、
　前記抗炎症剤が、オメガ－３脂肪酸及びクルクミンからなる群から選択され、
　前記動物がヒトを含まない、方法。
【請求項２】
　前記抗酸化剤が、ビタミンＥ、ビタミンＣ、カロテノイド、セレン、リコペン、アルフ
ァ－カロテン、ベータ－カロテン、ルテイン及びゼアキサンチンからなる群から選択され
る、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記抗酸化剤が、０．００１～１０グラム日の量で前記動物に投与される、請求項１又
は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記抗糖化剤がカルノシンである、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記抗糖化剤が、０．０１～１０グラム日の量で前記動物に投与される、請求項１～４
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記体脂肪減少剤が、共役リノール酸（ＣＬＡ）、カルニチン及びアセチル－カルニチ
ンからなる群から選択される、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記体脂肪減少剤が、０．０１～１０グラム日の量で前記動物に投与される、請求項１
～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　インスリン感受性増強剤が、ピコリン酸クロム、硫酸亜鉛、モノメチオニン酸亜鉛及び
ブドウ種子抽出物からなる群から選択される、請求項１～７のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項９】
　前記インスリン感受性増強剤が、０．０１～１０グラム日の量で前記動物に投与される
、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記オメガ－３脂肪酸が、α－リノレン酸、エイコサペンタエン酸、ドコサペンタエン
酸、ドコサヘキサエン酸、亜麻仁、亜麻油、クルミ、カノーラ油、小麦胚芽及び魚油から
なる群から選択される、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　クルクミン源が、（１，７－ビス－（４－ヒドロキシ－３－メトキシフェニル）－ヘプ
タ－１，６－ジエン－３，５－ジオン；１－（４－ヒドロキシフェニル）－７－（４－ヒ
ドロキシ－３－メトキシフェニル）－ヘプタ－１，６－ジエン－３，５－ジオン；１，７
－ビス－（４－ヒドロキシフェニル）－ヘプタ－１，６－ジエン－３，５－ジオン）、デ
メトキシクルクミン及びビスデメトキシクルクミンからなる群から選択される、請求項１
～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記抗炎症剤が、０．００１～１０グラム日の量で前記動物に投与される、請求項１～
１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記組み合わせが、ビタミンＥ、ビタミンＣ、アルファ－カロテン、ベータ－カロテン
、ルテイン、ゼアキサンチン、クリプトキサンチン、セレン、リコペン、クロム、ブドウ
種子抽出物、亜鉛、ＣＬＡ、カルニチン、アセチル－カルニチン及びカルノシンを含む栄
養調製物である、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記組み合わせが、ビタミンＥ、ビタミンＣ、アルファ－カロテン、ベータ－カロテン
、ルテイン、ゼアキサンチン、クリプトキサンチン、セレン、リコペン、クロム、ブドウ
種子抽出物、亜鉛、ＣＬＡ、カルニチン、アセチル－カルニチン、カルノシン、魚油及び
クルクミンを含む栄養調製物である、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記組み合わせが、ビタミンＥ、ビタミンＣ、アルファ－カロテン、ベータ－カロテン
、ルテイン、ゼアキサンチン、クリプトキサンチン、セレン、リコペン、魚油及びクルク
ミンを含む栄養調製物である、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
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　動物における皮膚炎の予防又は治療、健康な皮膚の促進及び皮膚老化の遅延のために適
した栄養調製物であって、
　１種又は複数の抗酸化剤、
　１種又は複数の抗糖化剤、
　１種又は複数の体脂肪減少剤、
　１種又は複数のインスリン感受性増強剤、及び
　１種又は複数の抗炎症剤
の組み合わせを含み、
　前記抗酸化剤が、ビタミンＣ、ポリフェノール、プロアントシアニジン、アントシアニ
ン、バイオフラボノイド、セレン、アルファ－リポ酸、グルタチオン、カテキン、エピカ
テキン、エピガロカテキン、没食子酸エピガロカテキン、没食子酸エピカテキン、システ
イン、ビタミンＥ、ガンマトコフェロール、アルファ－カロテン、ベータ－カロテン、ル
テイン、ゼアキサンチン、レチナール、アスタキサンチン、クリプトキサンチン、リコペ
ン及びレスベラトロールからなる群から選択され、
　前記抗糖化剤が、カルノシン、ベンフォチアミン、ピリドキサミン、アルファ－リポ酸
、フェナシルジメチルチアゾリウムクロリド、タウリン、アミノグアニジン、レスベラト
ロール及びアスピリンからなる群から選択され、
　前記体脂肪減少剤が、共役リノール酸（ＣＬＡ）、カルニチン、アセチル－カルニチン
、ピルベート、多価不飽和脂肪酸、中鎖脂肪酸、中鎖トリグリセリド及びダイズイソフラ
ボンからなる群から選択され、
　前記インスリン感受性増強剤が、クロム、ピコリン酸クロム、シナモン、シナモン抽出
物、シナモン及びマンサクのポリフェノール、コーヒーの実抽出物、クロロゲン酸、コー
ヒー酸、亜鉛源並びにブドウ種子抽出物からなる群から選択され、
　前記抗炎症剤が、オメガ－３脂肪酸及びクルクミンからなる群から選択される、栄養調
製物。
【請求項１７】
　前記抗酸化剤が、ビタミンＥ、ビタミンＣ、カロテノイド、セレン、リコペン、アルフ
ァ－カロテン、ベータ－カロテン、ルテイン及びゼアキサンチンからなる群から選択され
る、請求項１６に記載の栄養調製物。
【請求項１８】
　前記抗糖化剤がカルノシンである、請求項１６又は１７に記載の栄養調製物。
【請求項１９】
　前記体脂肪減少剤が、共役リノール酸（ＣＬＡ）、カルニチン及びアセチル－カルニチ
ンからなる群から選択される、請求項１６～１８のいずれか一項に記載の栄養調製物。
【請求項２０】
　前記インスリン感受性増強剤が、ピコリン酸クロム、硫酸亜鉛、モノメチオニン酸亜鉛
及びブドウ種子抽出物からなる群から選択される請求項１６～１９のいずれか一項に記載
の栄養調製物。
【請求項２１】
　前記オメガ－３脂肪酸が、α－リノレン酸、エイコサペンタエン酸、ドコサペンタエン
酸、ドコサヘキサエン酸、亜麻仁、亜麻油、クルミ、カノーラ油、小麦胚芽及び魚油から
なる群から選択される、請求項１６～２０のいずれか一項に記載の栄養調製物。
【請求項２２】
　クルクミン源が、（１，７－ビス－（４－ヒドロキシ－３－メトキシフェニル）－ヘプ
タ－１，６－ジエン－３，５－ジオン；１－（４－ヒドロキシフェニル）－７－（４－ヒ
ドロキシ－３－メトキシフェニル）－ヘプタ－１，６－ジエン－３，５－ジオン；１，７
－ビス－（４－ヒドロキシフェニル）－ヘプタ－１，６－ジエン－３，５－ジオン）、デ
メトキシクルクミン及びビスデメトキシクルクミンからなる群から選択される、請求項１
６～２１のいずれか一項に記載の栄養調製物。
【請求項２３】
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　ビタミンＥ、ビタミンＣ、アルファ－カロテン、ベータ－カロテン、ルテイン、ゼアキ
サンチン、クリプトキサンチン、セレン、リコペン、クロム、ブドウ種子抽出物、亜鉛、
ＣＬＡ、カルニチン、アセチル－カルニチン及びカルノシンを含む、請求項１６に記載の
栄養調製物。
【請求項２４】
　ビタミンＥ、ビタミンＣ、アルファ－カロテン、ベータ－カロテン、ルテイン、ゼアキ
サンチン、クリプトキサンチン、セレン、リコペン、クロム、ブドウ種子抽出物、亜鉛、
ＣＬＡ、カルニチン、アセチル－カルニチン、カルノシン、魚油及びクルクミンを含む、
請求項１６に記載の栄養調製物。
【請求項２５】
　ビタミンＥ、ビタミンＣ、アルファ－カロテン、ベータ－カロテン、ルテイン、ゼアキ
サンチン、クリプトキサンチン、セレン、リコペン、魚油及びクルクミンを含む、請求項
１６に記載の栄養調製物。
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